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Point1）授業内容を
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考査

Point3）融合的に
探究的な授業開発
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探究活動の成果を授業教材に
社会課題を授業の中に
探究の蓄積を授業の深みに

授業をキッカケに探究で継続
“自分ごと”にするための仕掛け
（生徒エージェンシーを育む）
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探究
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マップ（公開授業）
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「SSH探究」 1学年全体での

「SSH地球科学」

個人の課題意識を
全体へ

全体での学びの
成果を探究に

外部機関
自治体など

相互に
駆動

生徒の視点・経験を授業に
年々蓄積される学習内容

“自分ごと”に捉えるために【探究活動との連動】
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1-9 1-10

1-11 1-12

1-13 1-14 B

1-15 1-16

「漂流ライター」についての探究活動
採取地点：
東京都（お台場）, 神奈川県（西浦漁港, 
鵠沼海岸, 逗子海岸, 諏訪町下海岸, 真名
瀬海岸, 森戸海岸, 三浦半島西側の小さ
な海岸(4地点), 吉浜海岸）および静岡
県（三津海岸, 千本浜海岸）の14地点

採取日時：
2024年6月～2025年7月

収集データ：
収集場所, 日付, タンク形状, タンク側面
記号, タンク印刷文字, シール位置, 風防
刻印, ガス容量, 損傷度, タンク色など

【震災復興・過疎・伝承】
東北スタディツアー

有志での
スタディツアー 1学年全体での

「SSH地球科学」

授業の際に
経験を還元

全体での学びの
成果を翌年に

外部機関
自治体など

相互に
駆動

フィールドワークを通して
視野を広げる仕掛けに

“自分ごと”に捉えるために【スタディツアー】

A 

B 

C 

D E F 

G 

H 

I 

J K KKK KKKKKKKK
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1-17 1-18  
Q Q  

4 8   
 

1-19  
Q SSH  

 

 
1-20 1-21  

Q YouTube Q  
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1-22 SSH 1-23 5

1-1 6 3 7

生徒エージェンシーと教科教育の接点

① ④②

生徒エージェンシー：変革を起こすために目標を設定し，
振り返りながら，責任のある行動をとる能力

③ ⑤
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2-1 KNIME POS  

 

 

  
2-2 AI  

 

 
2-3  NotebookLM  
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2-4 SSH  
 

 
2-5 2-6  

 

 
2-7 SSH  

 
 

  
2-8 JSEC2025   
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2-9 SSH 7 1
7 6
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2-10 SSH 2 SSH 3
A 3 70 2-3 , B 2 71 2

 2 SSH 3 SSH

2-11 SSH /

2-12 7

0

1

2

3
4

5

SSH

先輩からの
メッセージ

3 Visual Studio Code 4 

  ( 2) ,

10 MROFFT

11 MROFFT 12 MROFFT

9 CSV

  
,

,
,

( 1)

( ) 1 
https://www.astroarts.co.jp/special/leo2002/hro/index-j.html

8 6 7

  ,
( 6, 7) , 1000Hz

,
( 8, AI )

15 

14 

13 

1.

( 5)
,

,MROFFT

5 

2.

, ,

( )
,

  Visual Studio Code( 3) ( 4)
,

,

2 

 2

  , , ,
, ,

,
  , , Starry Canvas

    https://jpn.iprmo.org/about-hro/step.html
10   . 

    https://www.nao.ac.jp/contents/naoj-news/almar/data/almar10.pdf

TenGu
     https://wxbunka.com/cms/wp-content/uploads/2022/02/31.tachikawa_TenGu.pdf

2002
 https://www.astroarts.co.jp/special/leo2002/hro/index-j.html

Python3
,2023 

Python3
,2025 

401A SSH

  , , ,

  , ( 13, 14, 15)
, ,

,

  ,
,

, 3D ,
3D , ,

(x,y,z) ,
(x,y,z) 3D ,

, ,

, ,
, 3D

, , ,
CSV 9 ,MROFFT CSV

( 10)

, ,
( 11) ( 12)

2

401A SSH

みなさんへのメッセージ ⑵

みなさんの研究の価値を決めるのは，研究をしている“あなた”では
ありません。

みなさんの研究はみなさんが思っている以上にはるかに面白い！

みなさんの研究の価値はどのように決まるか？
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2-1  7 SSH 1 SSH 2  

 

月月日 時時限 22年生「SSH探究」
44/10 44限 全体ガイダンス「SSH探究の流れについて」
44/24 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

11限

２限

3,4限

5/8 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出
5/15 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

1,2限

3,4限

5/29 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出
6/5 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出
6/12 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出
6/19 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

6/26 44限 探究成果発表会（10/4）のデータ入力，企画書作成
チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

1-3限

4限

夏休み チームごとに探究活動

9/18 44限 チームごとに探究活動，探究成果発表会の準備，
探究サマリーシート提出

9/25 44限 チームごとに探究活動，探究成果発表会の準備，
探究サマリーシート提出

10/2 44限 チームごとに探究活動，探究成果発表会の準備，
探究サマリーシート提出

プチ探究，2年次の探究に向けての自己分析

10/4

午後

6/21 1-4限

7/12

探究講座⑥「データ分析と探究活動」
【内容】工学院大学の三木良雄教授と研究室の院生3名を講師に迎え，データサイエ
ンスの基礎と実践を学ぶ。

探究成果発表会（10/4）の準備（午前・午後の割り振
り確認、ワークショップの企画提出等）チームごとに
探究活動，
探究サマリーシート，探究活動振り返りシート提出探究講座⑤「プチ探究 ～導入・追究・発信～」

【内容】「プチ探究～追究～」（プチ探究の探究計画を立て、探究をすすめる）

探究活動の具体的な計画
担当者と相談しながら各自探究を進める探究サマリー
シート，探究活動振り返りシート提出

探究活動④「生成AIと探究活動」
探探究講座⑤「プチ探究 ～導入・追究・発信～」
【内容】「プチ探究～導入～」（プチ探究のねらい, 今後の予定などの説明），
「生成AIと探究活動」（Geminiを使って，リサーチクエスチョンや探究計画を立て
てみる），（プチ探究グループの顔合わせ，今後の予定を立てる）
【プチ探究グループ】
1「人間の地球外居住で発生する問題を調査し，その解決策を提案せよ」
2「高校に新しい教科や科目を設定するとしたら，どのような教科・科目を新たにつ
くるか？」
3「『解きたくなる数学』という本の1ページをつくる。企画書を提案せよ」
4「附属高校の資源を有効活用しよう」
5「新世代の子育て支援策を提案しよう」
6「“まち”の社会問題を解決する方策を提案せよ」
7「附高の良さをアピールしよう！」
8「学校内の不具合を解決しよう！」

探究成果発表会（10/4）のデータ入力，企画書作成
チームごとに探究活動，
探究サマリーシート，探究活動振り返りシート提出

探究講座③「探究手法と定性的・定量的の観点」

1年生「SSH探究基礎」

4/26

探究講座①「探究活動とは？」
テーマ1『高校生の学び』とは？～72期生へ送るメッセージ～」
シンポジスト：大渕，喜古　　　ファシリテーター：明田川
【内容】「自分の高校時代に受けていた教育と現在の高校教育との違い」，「これ
からの社会で活躍する人はどんな人？」，「高校時代にしておいてほしいこと」

探究テーマと計画について担当者と話し合い，チーム
ごとに探究活動
探究サマリーシート，探究活動振り返りシート提出

テーマ2「『質疑応答』でみんなが深まる発表会へ」
ファシリテーター：木部
【内容】「なぜ質問できないのか？」，「質問のパターン例を見渡してみよう」
テーマ３「探究活動とは？～OBOGからのメッセージ～」
ファシリテーター：中野
68期女子「授業中の教師による雑談の可能性」（文系）
68期女子「皿状構造の再現と形成過程の研究」（理系）
68期男子「微小重力環境の毛細管現象における液面上昇加速度の変化」（理系）
【内容】「探究テーマの決め方」，「探究へのアドバイス」，「学校生活へのアド
バイス」

5/24

探究講座②「探究活動を始める前に ～研究倫理・引用・自己に向き合う～」
事後にGoogleフォームを利用した小テストを実施し，理解の度合いを評価する。

SSH探究成果発表会
簡易ポスター（A0の模造紙にスライドを6～8枚貼り付
けたもの）による，ポスター発表。
聞き手は発表に対する質問とコメント用紙への記入。
または，ワークショップ（本校1年生・学校説明会参
加者対象）。

午前

2年生の中間発表会見学（A, B, D, F組）
発表に対する質問とコメント用紙への記入を行う

2年生の中間発表会見学（C, E, G, H組）
発表に対する質問とコメント用紙への記入を行う

SSH探究成果発表会
簡易ポスター（A0の模造紙にスライドを6～8枚貼り付
けたもの）による，ポスター発表。
聞き手は発表に対する質問とコメント用紙への記入。
または，ワークショップ（本校1年生・学校説明会参
加者対象）。

9/27 1-4限

探究講座⑤「プチ探究 ～導入・追究・発信～」
【内容】「プチ探究～発信～」
テーマごとの教室で，プチ探究の成果を発表する。各教室に助言講師を招き，講評
をもらう。

チームごとに探究活動，探究成果発表会の準備，
探究サマリーシート，探究活動振り返りシート提出
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2-2 7 SSH SSH  

 

月月日 時時限 22年生「SSH探究」
110/9 44限 学習旅行での探究活動の内容の紹介文を作成

110/16 44限
最終成果物作成に着手，
チームごとに探究活動，成果発表会の振り返り，
探究サマリーシート提出

10/25 1-4限

探究活動
10/04（成果発表会）の振り返り，最終成果物作成に
着手。探究サマリーシート，探究活動振り返りシート
の提出

10/30 4限
チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出，
72期への引き継ぎフォーム配信，12月の発表案内

11/1 1-4限

チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

11/20 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

11/27 44限 最終成果物，探究振り返りレポート，今後の予定につ
いての説明（学年全体）

12/4 44限 チームごとに探究活動，探究サマリーシート提出

冬休み 最終成果物（論文・ポスター等）を作成する。
探究振り返りレポートに取り組む。

1/15 44限 最終成果物（論文・ポスター等）を作成する。
探究振り返りレポートに取り組む。

1/22 最終成果物（論文・ポスター等）を作成する。
探究振り返りレポートに取り組む。

1/24 1-4限
最終成果物（論文・ポスター等）を提出する。
探究サマリーシート，探究活動振り返りシートの提出

1/29 4限
担当者から論文の添削を受け，論文の修正をする。
探究サマリーシート提出，探究振り返りレポートの説
明

2/19 44限 グループごとに各自の探究活動
成果報告会準備，探究振り返りレポート作成

3/5 44限 成果報告会準備

3/13 11-4限 SSH探究成果報告会
工学院大学でポスター発表

探究活動プレスタート

探究講座⑦「チームビルディングとRQ検討」
【内容】2年次の探究のチーム作り。大テーマごとの教室に分かれ，興味・関心を共
有する者とチームを組む。チームの中で生成AIを活用してRQを深める。
1H教室（木部）：災害・まちづくり
1G教室（木部）：エネルギー・科学技術・ものづくり・ICT
1F教室（中野）：食糧・農業・環境・飢餓
1D教室（明田川）：ジェンダー・健康・福祉
1E教室（明田川）：教育
1A・B教室（喜古・大渕）：文化・芸能・歴史

チームでのミーティング，探究テーマの決定，探究計画の立案，参考文献の
要約

探究講座⑧「RQを見つめる」
【内容】大グループごとの教室に分かれ、助言講師の先生および2年生の先生方から
探究テーマについて指導を受ける。

1年生「SSH探究基礎」
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PCSHSCR Science Fair Poster Session 
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4- SSH

4-2 4-3

4-4 SSH 4-5 4-6

4-7 4-8 10th NICE
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4-9 4-10 JASMAC37

4-11 4-12

4-13 4-14 10th NICE

4-15 Cosmic Watch
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